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ご挨拶 

        広島城北医会 総務 平昭 浩司（7回生） 

〇〇先生が消息不明です。情報提供お願いします。

広島城北医会 広報 生塩 元章（8回生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 私は昭和 47年 3月城北高校卒業、昭和 53年 3月東

京医科大学卒業後、広島大学第 2 外科に入局、広島鉄

道病院、厚生連尾道総合病院、北九州総合病院等経て

昭和 63年 6月、現在の南海田病院を新規開院致しまし

た。開院後 26年経過しましたが、其の間絶えず気に留

めていることがあります。それは自然災害等の大災害

が起こる度に問われてきた無医村問題です。毎年医師

数は増加しているのにも関わらず過疎地や孤島など人

口の少ない地域では医師不足が深刻で後継者がない場

合は必然的に無医村状態に陥るというものです。そん

な時学生時代当時、専門誌やマスコミなどで提唱され

ていた日本医師会会長武見太郎先生の意見を思い出し

ます。先生の意見は医師数の絶対数を増加させても過

疎地や孤島などに医師が行き渡る確率が低いので中核

病院機能を向上させることで医師不足解消を図るとい

うものです。具体的には中核病院はヘリポートを作り

ヘリコプターによる患者輸送、道路網等のインフラ整

備をすれば無医村問題は解決されると熱く語られてい

ました。後に発生した阪神淡路大震災等で活躍した

DMAT等により具現化し、これにより多くの尊い命が救

助されたものと想像します。又医科大学を増やすこと

よりも医学教育・医療体制を充実させることが医療発

展の為に重要だともおっしゃられていました。その他

日夜患者の為に寸暇を惜しんで頑張っている同輩後輩

医師の為に私欲を捨て厚生省（現厚生労働省）の官僚・

大臣との交渉・対峙等で 

奔走されました。あらた 

めて、先生の 40年以上前 

の提言や努力によって得ら 

れた“現在の著しい成果” 

を拝見するたびにいつも感 

心させられます。 

 ８回生の生塩元章です。広島大学病院正門前で眼科

医をしております。医会では広報を担当し、皆さまの

名簿管理をさせて頂いております。医会初代会長國木

先生の時にも名簿管理をさせて頂いていましたが、平

成23年より長井会長のお手伝いをさせて頂いていま

す。 

 ところで、 皆さまの中に「どうして医会から手紙

が届くの？」と思われた方がおられるのではないでし

ょうか。先生方の医師としての情報はインターネット

上では Full Open です。google で、「生塩元章 病

院」と打ち込めば、私のように珍しい名前ならば一発

でヒットしますし、７割程度の先生の勤務先は直ぐ判

明いたします。暇な時間に先生方のお名前をシコシコ

打ち込んで名簿を更新しています。しかし、これが出

来る条件は、学園から提供される医学部入学者名簿に

氏名が載っている方のみです。医学部に入学しても学

園に報告されなければ、医会名簿に氏名は載りません。

学園を卒業したけれど、医会名簿に載っていない先生

方が多くおられるものと思っています。これを修正す

る方法は先生方からの情報だけです。抜け落ちている

先生をご存じ方、勤務先をご存じの方はその情報を当

方までお知らせ頂けないでしょうか。宜しくお願い申

し上げます。 
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平成2５年度 広島城北医会 事業報告 

広島城北医会幹事会（平成２４年度事業） 
２５年３月７日（木） 
 題：平成２５年度年事業予定の立案 
広島城北高校同窓会奨学金チャリティーゴルフコンペへの 
参加・協賛 
２５年５月１２日（日） 
 所：リージャスクレスト・カントリークラブ 
広島城北中・高等学校健康診断への協力 
２５年５月３０日（木） 
広島城北医会学術講演会 
２５年６月２８日（金） 
 所：ホテルニューヒロデン 
 者：天野医院 院長 天野雅夫先生 
 題：こころに効く漢方療法（不定愁訴から精神療法まで）

広島城北医会・歯科医会合同幹事会 
２５年６月２９日（土） 
 題：①広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会、 

懇親会について 
   ②広島城北高校同窓会広報誌しろやまへの 

総会報告広告について 
③広島城北中高校文化祭参加について 

広島城北医会幹事会 
２５年８月２８日（金） 
 題：①広報誌ドクター城北 
広島城北医会幹事会 
２５年１０月７日（月） 
 題：①広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会 

懇親会について 
②広島城北医会年会費・新規開業者について 
③広報誌ドクター城北 
④広島城北医会・歯科医会合同の会員名簿について 

広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・懇親会 
２５年１１月１６日（土） 
 所：広島アンデルセン 
演会 
 者：広島城北医会 会長 長井敏弘先生 
 題：モンスターペーシェントの対応について 

広島城北医会幹事会 
２６年３月２６日（水） 
 題：平成２６年度年間事業予定の立案 

 
 

平成2６年度 広島城北医会 事業計画（案）

 

 

１）広島城北医会幹事会（平成２５年度事業） 
平成２６年３月２６日（水） 
議 題：平成２６年度年事業予定の立案 
２）広島城北高校同窓会奨学金チャリティーゴルフコンペへの

参加・協賛 
平成２６年５月１１日（日） 
場 所：リージャスクレスト・カントリークラブ 
３）広島城北中・高等学校健康診断への協力 
平成２６年６月１２日（木） 
４）広島城北医会、歯科医会合同幹事会 
平成２６年６月１８日(水) 
議 題：①広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・ 

懇親会について 
     ②広島城北中高校文化祭参加について 
     ③広島城北高校同窓会広報誌しろやまへの 

総会報告と広告原稿 
５）広島城北医会学術講演会 
平成２６年６月２６日（木） 
 場 所：ホテルグランヴィア 
 演 者：江草玄士クリニック 院長 江草玄士先生 
 演 題：糖尿病の薬物治療・現状と展望 
６）広島城北医会役員会 
平成２６年９月２４日（水） 
議 題：①総会開催について 

②広島城北医会年会費・新規開業会員について 
③広報誌ドクター城北について 

７）広島城北医会総会・歯科医会合同学術講演会・懇親会 
平成２６年１１月１６日（土）、 
 場 所：広島アンデルセン 
 講演会 
演 者：広島みらい法律事務所大竹支店支店長 
丸亀日出男 弁護士（３９回生） 
 演 題：身近なトラブルへの対処法 
８）広島城北医会幹事会 
平成２７年３月（予定） 
 議 題：Ｈ２７年度事業予定の立案 
広島城北医会役員名簿 

役職 　氏名 所属

会長 長井　敏弘 6期 みなみストレス内科クリニック

沖宗　正明 5期 おきむね医院

田中　宏卓 6期 養神館病院

金谷　雄生 9期 金谷医院

平昭　浩司 7期 南海田病院

水入　寛純 25期 水入クリニック

國本　優 15期 耳鼻咽喉科くにもと医院

黒澤　逸郎 8期 黒澤波多見診療所

竹岡　秀生 9期 東雲クリニック

佐藤　悟郎 23期 草津病院

生塩　元章 8期 生塩眼科

木阪　智彦 29期 広島大学循環器内科

國木　弘道 2期 医療法人社団　おおうち総合健診所

河瀬　徹 3期 瀬戸ハイム内科
監事

広報

総務

副会長

会計

学術



広島城北医会開業医会員 

上記の皆様より会費をいただいております。 
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新規開業インタビュー 
小山医院 院長 小山 晋一先生(22回生)

域に貢献する医療をー 
速道路を庄原で降りて、更に車で一時間。そうするとようやく小山医院が見えてくる。周囲には田畑と山々が広がって

ぽつりぽつりと民家がある。「この辺りに実家があるわけでも、住んだことがあるわけでもない。開業するまで、この

のことはほとんど知らなかった」と小山先生。いざ病院を開業する時になって「どのような医療を目指すか」を考え

に、医師が足りず困っている地域を助ける医療を実現したいと思い、リサーチの末に庄原にふる里診療所（現小山医

を開業した。 

 

―患者さんの要望、期待に応えられる医療をー 

平成 20年の 11月にふる里診療所を開業。その後、小山医院に医院名を変更。専門が整形外

科のため、整形外科、内科を中心にやっているが、近くに小山医院以外の病院、診療所がない

ので、結局今では歯以外は全て診ているとのこと。患者さんのほとんどは後期高齢者（患者さ

んの年齢を平均すればおそらく 80代とのこと）のため、リハビリテーションの比重も高い。

―趣味はヨット、けれど遠い－ 

趣味はヨット。ただ、医院からヨットができるような場所までの道はかなり遠い。そこで、

休みの前日には実家に戻り、それから休みの日にヨットを楽しんでいる。新しく道ができたの

で、三次まで出るのがとても楽になったとのこと 

らしくない医院？！－ 

医院の一番の特徴は、「医院らしくない医院」。他に病院、診療所がほとんどないこともあって、地域の色々な患者さ

まってくるため、ただの医院ではなく地域にとっての憩いの場を目指している。だから小山医院では白衣ではなく

ma clinic」とロゴの入ったポロシャツを着るようにしている。 

、待合室も待合室らしくなく、畳張りで大きな TVが置かれているという、まるで居間のような落ち着く空間になって

午後からの診察なのに午前から来て、待合室で横になって TVを見たり寝たりする患者さんもいるとか。他にも小さな

連れでも気軽に来院してもらうように、お子様用のスペースも用意されている。 

―無医地区が多い広島－

広島は全国的に見ても無医

地区が多く、現在北海道に次

いで全国第二位。逆に言うと、

医師を必要としている地域が

それほど多いということ。 

医療のグループ化ー 

からの目標は、地域医療のグループ化。無医地区を一つでも多く助けていくために、医師がそのような地域で開業し、そ

の医院がグループをつくって協力し合う仕組みが作れればと考えている。そうすることで一人一人が別々に活動するより

広い範囲をカバーでき、それぞれの専門分野を活かし合うことができる。 


